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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インタレースビデオ信号が２：２プルダウンの使用によって生成されたものであるかど
うかを決定する方法であって、
　インタレースビデオ信号を受け取るステップと、
　インタレースビデオ信号が２：２プルダウンの使用によって生成されたものであるかど
うかを示す第１の信号を決定するステップであって、
　　一つおきのパリティを有するインタレースビデオ信号の連続するフィールドの差分か
ら第１の比較値を生成するステップと、
　　第１の比較値が２：２プルダウンを示す第１のシーケンスパターンを有するかどうか
を検出するステップと、
　　第１の比較値が第１のシーケンスパターンを有することを検出したことに応じて、第
１の信号を生成するステップと、を含む、第１の信号を決定するステップと、
　インタレースビデオ信号が２：２プルダウンの使用によって生成されたものであるかど
うかを示す第２の信号を決定するステップであって、
　　同じパリティを有するインタレースビデオ信号の連続するフィールドの差分から第２
の比較値を生成するステップと、
　　連続する第２の比較値から差分値を生成するステップと、
　　差分値が２：２プルダウンを示す第２のシーケンスパターンを有するかどうかを検出
するステップと、
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　　差分値が第２のシーケンスパターンを有することを検出したことに応じて、第２の信
号を生成するステップと、を含む、第２の信号を決定するステップと、
　インタレースビデオ信号が第１の信号と第２の信号の両方に基づいて２：２プルダウン
の使用によって生成されたものであるかどうかを決定するステップと、
　を含む方法。
【請求項２】
　請求項１記載の方法において、
　第２のシーケンスパターンは、一つおきの差分値が小さな差分値である方法。
【請求項３】
　請求項２記載の方法において、
　第２のシーケンスパターンは、小さな差分値と大きな差分値とを交互になしている方法
。
【請求項４】
　請求項１記載の方法において、
　決定されたプルダウンに基づいてインタレースビデオ信号からプログレッシブビデオ信
号を生成するステップをさらに含む方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ビデオ信号処理に関し、さらに詳しく言えば、改善された２：２および３：
２プルダウン検出技法に関する。本発明の技法は、例えばインタレースビデオ信号をプロ
グレッシブビデオ信号に変換するときに使用することができる。
【背景技術】
【０００２】
　ビデオディスプレイシステムには、インタレースディスプレイシステムおよびプログレ
ッシブディスプレイシステムの２つの一般的な種類がある。インタレースディスプレイシ
ステムはインタレースビデオ信号を使用する。インタレースビデオ信号は、ディスプレイ
に表示されるすべてのラインの２分の１にあたる偶数フィールド、およびディスプレイに
表示されるすべてのラインの残りの２分の１にあたる奇数フィールドを含む。インタレー
スビデオ信号の偶数フィールドおよび奇数フィールドをディスプレイ上に交互に走査して
画像を生成する。一方、プログレッシブディスプレイシステムは、プログレッシブビデオ
信号を使用する。プログレッシブビデオ信号はフレームを含み、各フレームはディスプレ
イに表示されるすべてのラインを含む。プログレッシブビデオ信号のフレームをディスプ
レイ上に連続的に走査して画像を生成する。
【０００３】
　プログレッシブディスプレイシステムは、インタレースディスプレイシステムと比較し
てより高品質の画像を作り出すので、ますます普及しつつある。しかし、今日存在する多
くのビデオ信号は、インタレースビデオ信号である。したがって、インタレースビデオ信
号をプログレッシブディスプレイシステムに表示するために、インタレースビデオ信号を
プログレッシブビデオ信号に変換しなければならない。この変換プロセスはビデオインタ
レース除去として知られ、一般にビデオインタレース除去回路によって実行される。ビデ
オインタレース除去はライン２倍化とも呼ばれ、ビデオインタレース除去回路はライン２
倍化回路とも呼ばれる。
【０００４】
　２つの一般的なビデオインタレース除去技法は、併合（ウィービングとも呼ばれる）技
法および補間（ボビングとも呼ばれる）技法と呼ばれる。併合技法では、インタレースビ
デオ信号の偶数および奇数フィールドラインをウィーブ（またはインタリーブ）して、１
枚のフレームを生成する。併合技法は比較的動きの少ない画像には十分に適しているが、
画像中に動きが多いと非常に不快な不自然さを作り出す。補間技法では、フィールドライ
ン間に補間ライン（すなわち、不足ライン）を（通常、各補間ラインの上下のフィールド



(3) JP 4533632 B2 2010.9.1

10

20

30

40

50

ラインのフィールドピクセルを平均化することによって）生成し、フィールドラインと組
み合わせて１枚のフレームを生成する。補間技法は動きの多い内容のビデオには十分に適
しているが、比較的動きの少ない画像に対して使用すると明らかに目に見える垂直解像度
の低下を招く。画像中に比較的動きが少ないときには併合技法を使用し、画像中に比較的
動きが多いときには補間技法を使用する動き適応技法がいくつか開発されている。
【０００５】
　インタレースビデオ信号には５０フィールド／秒または６０フィールド／秒など種々の
フィールドレートがあり、映画、漫画、コンピュータグラフィックスまたはコンピュータ
アニメーションなど種々のソースからインタレースビデオ信号を生成することができる。
毎秒２４枚のフレームを表示する映画は、２：２プルダウンと呼ばれるよく知られた技法
を使用して、５０フィールド／秒のインタレースビデオ信号に一般に変換され、次にもと
もとのレートより４％速いレートで表示される。映画は、３：２プルダウン（２：３プル
ダウンとも呼ばれる）と呼ばれるよく知られた技法を使用して、６０フィールド／秒のイ
ンタレースビデオ信号に一般的には変換される。コンピュータアニメーションは、３０フ
レーム／秒で大抵作成され、２：２プルダウンを使用して６０インタレースフィールド／
秒に変換される。
【０００６】
　図１に２：２プルダウン技法を例示する。２：２プルダウンを使用して、映画フレーム
Ａを偶数インタレースビデオフィールドＡ１および奇数インタレースビデオフィールドＡ
２に変換し、映画フレームＢを偶数インタレースビデオフィールドＢ１および奇数インタ
レースビデオフィールドＢ２に変換し、映画フレームＣを偶数インタレースビデオフィー
ルドＣ１および奇数インタレースビデオフィールドＣ２に変換し、映画フレームＤを偶数
インタレースビデオフィールドＤ１および奇数インタレースビデオフィールドＤ２に変換
し、以下同様にする。映画フレームＡを奇数インタレースビデオフィールドＡ１および偶
数インタレースビデオフィールドＡ２に変換するなどとすることも可能であることに留意
されたい。このように４％のスピードアップと一緒に２：２プルダウンを使用して、２４
枚の映画フレームを毎秒５０インタレースビデオフィールドに変換する。
【０００７】
　インタレースビデオ信号をプログレッシブビデオ信号に変換するとき、インタレースビ
デオ信号が２：２プルダウンの使用によって生成されたものであるかどうかを決定するこ
とが望ましい。これは、インタレースビデオ信号が２：２プルダウンの使用によって生成
されたものであれば、ビデオインタレース除去回路は、連続するフィールド（例えば、Ａ
１とＡ２、Ｂ１とＢ２、およびＣ１とＣ２などの同じ映画フレームから生成されたフィー
ルド）を併合し、本質的に完全なプログレッシブビデオ信号を生成するために、併合技法
を使用することができるからである。
【０００８】
　従来のビデオインタレース除去システムは、２：２プルダウンフィールド動き検出回路
を使用して、インタレースビデオ信号が２：２プルダウンの使用によって生成されたもの
であるかどうかを決定する。２：２プルダウンフィールド動き検出回路は、インタレース
ビデオ信号の連続するフィールドを比較し、各比較に対して比較値を生成する。２：２プ
ルダウンフィールド動き検出回路が２：２プルダウンフィールドパターンを検出する場合
、２：２プルダウンフィールド動き検出回路はインタレースビデオ信号が２：２プルダウ
ンの使用によって生成されたものであることを示す信号を生成する。本願明細書中で使用
する２：２プルダウンフィールドパターンは、小さな比較値１個の次に大きな比較値１個
が続く反復シーケンスである。２：２プルダウンシーケンスであることを示す別の信号を
生成する。一方、２：２プルダウンフィールド動き検出回路が２：２プルダウンフィール
ドパターンを検出しない場合、２：２プルダウンフィールド動き検出回路はインタレース
ビデオ信号が２：２プルダウンの使用によって生成されたものではないことを示す信号を
生成する。小さな比較値は連続するフィールドの間の良い相関を示し、大きな比較値は連
続するフィールドの間の良くない相関を示す点に留意されたい。本願明細書中で使用する
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比較値は２つのフィールドの間の差であり、差分値は２つの比較値の間の差である。
【０００９】
　従来の２：２プルダウンフィールド動き検出回路が使用する技法を以下の例によって説
明する。インタレースビデオ信号が、Ａ１　Ａ２　Ｂ１　Ｂ２　Ｃ１　Ｃ２　Ｄ１　Ｄ２
　Ｅ１　Ｅ２　Ｆ１　Ｆ２　Ｇ１　Ｇ２．．．のフィールドシーケンスをもつと仮定する
。
【００１０】
　フィールドＡ１およびＡ２は映画フレームＡから生成されたものであり、フィールドＢ
１およびＢ２は映画フレームＢから生成されたものであり、フィールドＣ１およびＣ２は
映画フレームＣから生成されたものであり、フィールドＤ１およびＤ２は映画フレームＤ
から生成されたものであり、以下同様である。２：２プルダウンフィールド動き検出回路
はインタレースビデオ信号の連続するフィールドを比較して、小さな比較値１個の次に大
きな比較値１個が続く以下のような反復パターンを生成する。
Ａ１－Ａ２＝ＣＶ１（小さな差）
Ａ２－Ｂ１＝ＣＶ２（大きな差）
Ｂ１－Ｂ２＝ＣＶ３（小さな差）
Ｂ２－Ｃ１＝ＣＶ４（大きな差）
Ｃ１－Ｃ２＝ＣＶ５（小さな差）
Ｃ２－Ｄ１＝ＣＶ６（大きな差）
Ｄ１－Ｄ２＝ＣＶ７（小さな差）
Ｄ２－Ｅ１＝ＣＶ８（大きな差）
Ｅ１－Ｅ２＝ＣＶ９（小さな差）
Ｅ２－Ｆ１＝ＣＶ１０（大きな差）
Ｆ１－Ｆ２＝ＣＶ１１（小さな差）
Ｆ２－Ｇ１＝ＣＶ１２（大きな差）
Ｇ１－Ｇ２＝ＣＶ１３（小さな差）
【００１１】
　２：２プルダウンフィールド動き検出回路は、小さな比較値１個の次に大きな比較値１
個が続く反復２フィールドシーケンスを検出し、インタレースビデオ信号が２：２プルダ
ウンの使用によって生成されたものであることを示す信号を生成する。小さな比較値１個
の次に大きな比較値１個が続く反復２フィールドシーケンスを検出しない場合、２：２プ
ルダウンフィールド動き検出回路は、インタレースビデオ信号が２：２プルダウンの使用
によって生成されたものではないことを示す信号を生成する。
【００１２】
　次に、インタレースビデオ信号が２：２プルダウンの使用によって生成されたものであ
るかどうかを示す信号をインタレース除去回路に送る。指示信号が２：２プルダウンフィ
ールドパターンを検出したことを示す場合、インタレース除去回路は併合技法を使用して
、インタレースビデオ信号をプログレッシブビデオ信号に変換する。一方、指示信号が２
：２プルダウンフィールドパターンを検出しなかったことを示す場合、インタレース除去
回路は一般に動き適応技法を使用してインタレースビデオ信号をプログレッシブビデオ信
号に変換する。
【００１３】
　２：２プルダウンフィールド動き検出回路の１つの問題点は、２：２プルダウンフィー
ルド動き検出回路はときどき２：２プルダウンフィールドパターンを誤って検出すること
である。当業者には明らかなように、連続するフィールドのピクセル間には垂直空間差が
あるため、連続するフィールド間の直接の差を使用して比較値を生成することはできない
。そのため、連続するフィールドを比較し、ひいては比較値を生成するために、より複雑
な比較技法（例えば、垂直ハイパスフィルタを使用して連続するフィールド中の高周波を
比較する技法）を使用する。残念ながら、これらの比較技法には２：２プルダウンフィー
ルドパターンを誤って検出する傾向がある。２：２プルダウンフィールドパターンを誤っ
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て検出するときに、インタレース除去回路はインタレースビデオ信号の連続するフィール
ドを併合するので、これは好ましくない。異なる時点からのものであるにもかかわらずイ
ンタレースビデオ信号の連続するフィールドを併合するために、表示された画像中には非
常に不快な不自然さ（すなわち、フェザリングまたはコーミング）が表れる。
【００１４】
　図２に３：２プルダウン技法を例示する。３：２プルダウンを使用して、映画フレーム
Ａを偶数インタレースビデオフィールドＡ１、奇数インタレースビデオフィールドＡ２、
およびフィールドＡ１と同一である偶数インタレースビデオフィールドＡ３に変換し、映
画フレームＢを奇数インタレースビデオフィールドＢ１および偶数インタレースビデオフ
ィールドＢ２に変換し、映画フレームＣを奇数インタレースビデオフィールドＣ１、偶数
インタレースビデオフィールドＣ２、およびフィールドＣ１と同一である奇数インタレー
スビデオフィールドＣ３に変換し、映画フレームＤを偶数インタレースビデオフィールド
Ｄ１および奇数インタレースビデオフィールドＤ２に変換し、以下同様にする。このよう
に、３：２プルダウンを使用して２４枚の映画フレームを毎秒６０インタレースビデオフ
ィールドに変換する。
【００１５】
　インタレースビデオ信号をプログレッシブビデオ信号に変換するとき、インタレースビ
デオ信号が３：２プルダウンの使用によって生成されたものであるかどうかを決定するこ
とが望ましい。これは、インタレースビデオ信号が３：２プルダウンの使用によって生成
されたものであれば、ビデオインタレース除去回路は、連続するフィールド（すなわち、
同じ映画フレームから生成されたフィールド）を併合し、本質的に完全なプログレッシブ
ビデオ信号を生成するために、併合技法を使用することができるからである。
【００１６】
　従来のビデオインタレース除去システムは、３：２プルダウンフレーム動き検出回路を
使用して、インタレースビデオ信号が３：２プルダウンの使用によって生成されたもので
あるかどうかを決定する。３：２プルダウンフレーム動き検出回路は、インタレースビデ
オ信号の同じパリティを有する連続するフィールド（すなわち、２つの偶数フィールドま
たは２つの奇数フィールド）を比較して、各比較に対する比較値を生成する。小さな比較
値１個の次に大きな比較値４個が連続して続く反復５フィールドシーケンスを検出する場
合、３：２プルダウンフレーム動き検出回路は、インタレースビデオ信号が３：２プルダ
ウンの使用によって生成されたものであることを示す信号を生成する。３：２プルダウン
シーケンスであることを示す別の信号を生成する。一方、小さな比較値１個の次に大きな
比較値４個が連続して続く反復５フィールドシーケンスを検出しない場合、３：２プルダ
ウンフレーム動き検出回路は、インタレースビデオ信号が３：２プルダウンの使用によっ
て生成されたものではないことを示す信号を生成する。
【００１７】
　従来の３：２プルダウンフレーム動き検出回路が使用する技法を以下の例によって説明
する。インタレースビデオ信号が、Ａ１　Ａ２　Ａ３　Ｂ１　Ｂ２　Ｃ１　Ｃ２　Ｃ３Ｄ
１　Ｄ２　Ｅ１　Ｅ２　Ｅ３　Ｆ１　Ｆ２　Ｇ１　Ｇ２　Ｇ３．．．のフィールドシーケ
ンスをもつと仮定する。
【００１８】
　フィールドＡ１、Ａ２およびＡ３は映画フレームＡから生成されたものであり、フィー
ルドＢ１およびＢ２は映画フレームＢから生成されたものであり、フィールドＣ１、Ｃ２
およびＣ３は、映画フレームＣから生成されたものであり、フィールドＤ１およびＤ２は
映画フレームＤから生成されたものであり、以下同様である。３：２プルダウンフレーム
動き検出回路は、インタレースビデオ信号の同じパリティを有する連続するフィールドを
比較して、小さな比較値１個の次に大きな比較値４個が連続して続く以下のような反復パ
ターンを生成する。
Ａ１－Ａ３＝ＣＶ１（小さな差）
Ａ２－Ｂ１＝ＣＶ２（大きな差）
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Ａ３－Ｂ２＝ＣＶ３（大きな差）
Ｂ１－Ｃ１＝ＣＶ４（大きな差）
Ｂ２－Ｃ２＝ＣＶ５（大きな差）
Ｃ１－Ｃ３＝ＣＶ６（小さな差）
Ｃ２－Ｄ１＝ＣＶ７（大きな差）
Ｃ３－Ｄ２＝ＣＶ８（大きな差）
Ｄ１－Ｅ１＝ＣＶ９（大きな差）
Ｄ２－Ｅ２＝ＣＶ１０（大きな差）
Ｅ１－Ｅ３＝ＣＶ１１（小さな差）
Ｅ２－Ｆ１＝ＣＶ１２（大きな差）
Ｅ３－Ｆ２＝ＣＶ１３（大きな差）
Ｆ１－Ｇ１＝ＣＶ１４（大きな差）
Ｆ２－Ｇ２＝ＣＶ１５（大きな差）
Ｇ１－Ｇ３＝ＣＶ１６（小さな差）
【００１９】
　３：２プルダウンフレーム動き検出回路は、小さな比較値１個の次に大きな比較値４個
が連続して続くこの反復５フィールドシーケンスを検出し、インタレースビデオ信号が３
：２プルダウンの使用によって生成されたものであることを示す信号を生成する。小さな
比較値１個の次に大きな比較値４個が連続して続く反復５フィールドシーケンスを検出し
ない場合、３：２プルダウンフレーム動き検出回路は、インタレースビデオ信号が３：２
プルダウンの使用によって生成されたものではないことを示す信号を生成する。
【００２０】
　次に、インタレースビデオ信号が３：２プルダウンの使用によって生成されたものであ
るかどうかを示す信号を、インタレースビデオ信号とともにインタレース除去回路に送る
。インタレースビデオ信号が３：２プルダウンの使用によって生成されたものであること
を指示信号が示すと、インタレース除去回路は併合技法を使用して、インタレースビデオ
信号をプログレッシブビデオ信号に変換する。一方、インタレースビデオ信号が３：２プ
ルダウンの使用によって生成されたものではないことを指示信号が示す場合、インタレー
ス除去回路は動き適応技法を使用して、インタレースビデオ信号をプログレッシブビデオ
信号に変換する。
【００２１】
　例えば、テレビコマーシャルを挿入するため、映画から場面をカットして除くため、コ
ンピュータグラフィックスを重ねるため、あるいはクレジットなどの字幕スーパーを重ね
るために、３：２プルダウンの使用によって生成されたインタレースビデオ信号を編集す
ることがよくある。映画のフレームラインに沿わない編集によって、通常「不良編集」と
呼ばれるものが生じる。
【００２２】
　いくつかの従来のビデオインタレース除去回路には不良編集を検出する能力がない。そ
の結果、不良編集を検出するには最高５フィールドを要する。以下の例でこれについて説
明する。インタレースビデオ信号が、Ａ１　Ａ２　Ａ３　Ｂ１　Ｂ２　Ｃ１　Ｃ２　Ｃ３
　Ｄ１　Ｄ２　Ｅ１　Ｅ２　Ｅ３　Ｆ１　Ｆ２　Ｇ１　Ｇ２　Ｇ３　Ｈ１　Ｈ２　Ｉ１
Ｉ２　Ｉ３．．．のフィールドシーケンスをもつと仮定する。
【００２３】
　さらに、インタレースビデオ信号は、編集の結果、不良編集を含み、Ａ１　Ａ２　Ａ３
Ｂ１　Ｂ２　Ｃ１　Ｃ２　Ｃ３　Ｄ１　Ｄ２　Ｅ１　Ｅ２　Ｅ３　Ｇ３　Ｈ１　Ｈ２　Ｉ
１　Ｉ２　Ｉ３．．．のシーケンスをもつと仮定する。
【００２４】
　このシーケンスでは、フィールドＥ３およびＧ３の間で不良編集が起こっている。換言
すれば、フィールドＦ１、Ｆ２、Ｇ１およびＧ２がインタレースビデオ信号から削除され
た。不良編集を検出する能力がない従来のビデオインタレース除去回路は、インタレース
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ビデオ信号の同じパリティを有する連続するフィールドを比較して、以下のような比較値
のパターンを生成する。
Ａ１－Ａ３＝ＣＶ１（小さな差）
Ａ２－Ｂ１＝ＣＶ２（大きな差）
Ａ３－Ｂ２＝ＣＶ３（大きな差）
Ｂ１－Ｃ１＝ＣＶ４（大きな差）
Ｂ２－Ｃ２＝ＣＶ５（大きな差）
Ｃ１－Ｃ３＝ＣＶ６（小さな差）
Ｃ２－Ｄ１＝ＣＶ７（大きな差）
Ｃ３－Ｄ２＝ＣＶ８（大きな差）
Ｄ１－Ｅ１＝ＣＶ９（大きな差）
Ｄ２－Ｅ２＝ＣＶ１０（大きな差）
Ｅ１－Ｅ３＝ＣＶ１１（小さな差）
Ｅ２－Ｇ３＝ＣＶ１２（大きな差）
Ｅ３－Ｈ１＝ＣＶ１３（大きな差）
Ｇ３－Ｈ２＝ＣＶ１４（大きな差）
Ｈ１－Ｉ１＝ＣＶ１５（大きな差）
Ｈ２－Ｉ２＝ＣＶ１６（大きな差）
Ｉ１－Ｉ３＝ＣＶ１７（小さな差）
【００２５】
　この比較値のシーケンスは、小さな比較値１個の次に大きな比較値４個が連続して続く
５フィールドシーケンスの反復セット２つからなる最初の１０個の比較値を有する。しか
し、この最初の１０個の比較値の後、比較値のシーケンスは、小さな比較値１個の次に大
きな比較値４個が連続して続く５フィールドシーケンスではなくなる。不良編集を含むの
で、その代わりに今度は小さな比較値１個の次に連続して続く大きな比較値５個がシーケ
ンス中に含まれる。残念ながら従来のビデオインタレース除去回路は、比較値ＣＶ１６が
生成されるまで不良編集を検出することはできない。従来の３：２プルダウン動き検出回
路は３：２プルダウンを最初に検出するので、ビデオインタレース除去回路はプログレッ
シブビデオ信号の生成にあたって併合技法を使用し続ける。これは、比較値ＣＶ１１の後
で、プログレッシブビデオ信号を生成するとき、異なる時点からのフィールドを一緒に併
合する原因となり、したがって最終的に非常に不快な不自然さ（すなわち、フェザリング
またはコーミング）を含む画像を生成する。
【００２６】
　いくつかの従来のビデオインタレース除去回路には、「先読み」技法を使用してもっと
早く不良編集を検出できる不良編集検出回路が含まれる。このような先読み技法の不利な
点は、不良編集を検出するために最大６フィールドまで同時にメモリに記憶しなければな
らないことである。これは大量のメモリを必要とし、実装および生産の観点から高価であ
り、したがって好ましくない。
【００２７】
　３：２プルダウンを検出するために使用されるもう１つの技法として、３：２プルダウ
ンフィールド動き検出回路の使用がある。３：２プルダウンフィールド動き検出回路は、
インタレースビデオ信号の異なるパリティを有する連続するフィールドを比較して、以下
のようなパターンを生成する。
Ａ１－Ａ２＝ＣＶ１（小さな差）
Ａ２－Ａ３＝ＣＶ２（小さな差）
Ａ３－Ｂ１＝ＣＶ３（大きな差）
Ｂ１－Ｂ２＝ＣＶ４（小さな差）
Ｂ２－Ｃ１＝ＣＶ５（大きな差）
Ｃ１－Ｃ２＝ＣＶ６（小さな差）
Ｃ２－Ｃ３＝ＣＶ７（小さな差）
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Ｃ３－Ｄ１＝ＣＶ８（大きな差）
Ｄ１－Ｄ２＝ＣＶ９（小さな差）
Ｄ２－Ｅ１＝ＣＶ１０（大きな差）
Ｅ１－Ｅ２＝ＣＶ１１（小さな差）
Ｅ２－Ｅ３＝ＣＶ１２（小さな差）
Ｅ３－Ｆ１＝ＣＶ１３（大きな差）
Ｆ１－Ｆ２＝ＣＶ１４（小さな差）
Ｆ２－Ｇ１＝ＣＶ１５（大きな差）
Ｇ１－Ｇ２＝ＣＶ１６（小さな差）
【００２８】
　３：２プルダウンフィールド動き検出回路は、小さな差、小さな差、大きな差、小さな
差、大きな差の反復５フィールドシーケンスを検出する。３：２プルダウンフィールド動
き検出回路を使用すると、かなり確実に不良編集を検出することができる。しかし、３：
２プルダウンフィールド動き検出回路は、インタレースビデオ信号が３：２プルダウンの
使用によって生成されたものであることを往々にして正しく検出しないので、３：２プル
ダウンフィールド動き検出回路には問題がある。
【００２９】
　したがって、改善された２：２プルダウンおよび３：２プルダウン検出技法が必要とさ
れている。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【００３０】
　本発明は、改善された２：２プルダウンおよび３：２プルダウン検出技法を提供する。
【００３１】
　本発明の１つの２：２プルダウン検出技法によれば、２：２プルダウンフィールド動き
検出回路はインタレースビデオ信号を受け取り、インタレースビデオ信号が２：２プルダ
ウンフィールドパターンを含むかどうかを検出する。２：２プルダウンフィールド動き検
出回路は、インタレースビデオ信号の異なるパリティを有する連続するフィールドに対し
て比較値を生成し、小さな比較値１個の次に大きな比較値１個が続くシーケンスを検出す
ることによって、これを達成する。２：２プルダウンフィールド動き検出回路が検出した
シーケンスを示す別の信号を生成する。
【００３２】
　さらに、２：２プルダウンフレーム動き検出回路は、インタレースビデオ信号を受け取
り、インタレースビデオ信号が２：２プルダウンフレームパターンを含むかどうかを検出
する。２：２プルダウンフレーム動き検出回路は、インタレースビデオ信号の同じパリテ
ィを有する連続するフィールドに対して比較値を生成し、連続する比較値に対して差分値
を生成し、また小さな差分値１個の次に大きな差分値１個が続くシーケンスを検出するこ
とによって、これを達成する。換言すれば、２：２プルダウンフレーム動き検出回路は、
対の類似のフレームの動きの比較値を検出する。２：２プルダウンフレーム動き検出回路
が検出したシーケンスを示す別の信号を生成する。
【００３３】
　２：２プルダウンフィールド動き検出回路は２：２プルダウンフィールドパターンを検
出し、２：２プルダウンフレーム動き検出回路は２：２プルダウンフレームパターンを検
出し、フィールド動き検出回路およびフレーム動き検出回路が検出した２：２プルダウン
シーケンスが同じである場合、インタレースビデオ信号が２：２プルダウンの使用によっ
て生成されたものであることを示す信号を生成する。２：２プルダウンフィールド動き検
出回路が２：２プルダウンフィールドパターンを検出しない場合、または２：２プルダウ
ンフレーム動き検出回路が２：２プルダウンフレームパターンを検出しない場合、あるい
はフィールド動き検出回路およびフレーム動き検出回路が検出した２：２プルダウンシー
ケンスが同じではない場合、インタレースビデオ信号が２：２プルダウンの使用によって
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生成されたものではないことを示す信号を生成する。
【００３４】
　本発明の１つの３：２プルダウン検出技法によれば、３：２プルダウンフレーム動き検
出回路は、インタレースビデオ信号の同じパリティを有する連続するフィールドに対して
比較値を生成し、小さな比較値１個の次に二対の類似の大きな比較値が続くシーケンスを
検出する。
【００３５】
　小さな比較値１個の次に二対の類似の大きな比較値が続く反復５フィールドシーケンス
を検出する場合、３：２プルダウンフレーム動き検出回路はインタレースビデオ信号が３
：２プルダウンの使用によって生成されたものであることを示す信号を生成する。３：２
プルダウンフレーム動き検出回路が検出したシーケンスを示す別の信号を生成する。小さ
な比較値１個の次に二対の類似の大きな比較値が続く反復５フィールドシーケンスを検出
しない場合、３：２プルダウンフレーム動き検出回路は、インタレースビデオ信号が３：
２プルダウンの使用によって生成されたものではないことを示す信号を生成する。
【００３６】
　本発明のその他の実施形態、態様および特徴は、以下の説明および添付の図面から明ら
かになる。以下の説明においてはとくに記述せず、および／または添付の図面には示さな
い他の実施形態も当業者にとっては明らかであろう。
【００３７】
　本発明のより完全な理解のために、およびその他の実施形態、態様および特徴のために
、添付の図面とともに以下の説明を参照する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３８】
　図面を参照することによって、本発明の特定の実施形態およびそれらの利点をもっとも
よく理解できる。さまざまな図面の同じ部分および対応する部分については、同じ参照番
号を使用する。
【００３９】
Ｉ．改善された２：２プルダウン検出によるビデオインタレース除去システム
　図３は、本発明のいくつかの実施形態によるビデオインタレース除去回路システム３０
０のブロック図である。ビデオインタレース除去回路システム３００は、２：２プルダウ
ン検出回路３１０およびインタレース除去回路３５０を含む。２：２プルダウン検出回路
３１０は、フィールド動き検出回路３２０、フレーム動き検出回路３３０および制御回路
３４０を含む。ハードウェア、ファームウェア／マイクロコード、ソフトウェアまたはそ
れらの任意の組合せを用いて、ビデオインタレース除去回路システム３００が実行する機
能を実装することができる。単一の集積回路素子または複数の集積回路素子上にビデオイ
ンタレース除去回路システム３００を実装することもできる。
【００４０】
　２：２プルダウンフィールド動き検出回路３２０は、任意の従来の２：２プルダウンフ
ィールド動き検出回路であってよく、インタレースビデオ信号ＩＶＳを受け取り、２：２
プルダウンフィールドパターンを検出したかどうかを示す（信号ライン３２２に出力する
）信号を生成する。２：２プルダウンフィールドパターンを検出する場合、２：２シーケ
ンスを示す別の信号（信号ライン３２４に出力する）を生成する。信号ライン３２４の２
：２シーケンス信号はタイミング信号であり、インタレース除去回路３５０がインタレー
スビデオ信号ＩＶＳのフィールドを適正に併合する（例えば、フィールドＡ２とＢ１とで
はなく、フィールドＡ１とＡ２とを併合する）ことを可能にする。特に、２：２プルダウ
ンフィールド動き検出回路３２０は、インタレースビデオ信号ＩＶＳの異なるパリティを
有する連続するフィールドを比較し、各比較に対して比較値を生成する。２：２プルダウ
ンフィールド動き検出回路が２：２プルダウンフィールドパターンを検出する場合、２：
２プルダウンフィールド動き検出回路は、２：２プルダウンパターンを検出したことを示
す信号を生成して信号ライン３２２に出力し、２：２シーケンスを示す信号を生成して信
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号ライン３２４に出力する。本願明細書中で使用する２：２プルダウンフィールドパター
ンは、小さな比較値１個の次に大きな比較値１個が続く反復シーケンスである。一方、２
：２プルダウンフィールド動き検出回路が２：２プルダウンフィールドパターンを検出し
ない場合、２：２プルダウンフィールド動き検出回路は、２：２プルダウンパターンを検
出しなかったことを示す信号を生成して信号ライン３２２に出力する。従来の２：２プル
ダウンフィールド検出回路の動作はよく知られているので、２：２プルダウンフィールド
検出回路３２０の動作については、本願明細書ではこれ以上説明しない。
【００４１】
　前述したように、２：２プルダウンフィールド動き検出回路３２０などの従来の２：２
プルダウンフィールド動き検出回路の１つの問題は、しばしば２：２プルダウンフィール
ドパターンを誤って検出することである。そのため、誤って併合技法を使用してインタレ
ースビデオ信号からプログレッシブビデオ信号を生成して、最終的に非常に不快な不自然
さ（すなわち、フェザリングまたはコーミング）を含む表示画像が結果として生じること
になる。本件出願人は、２：２プルダウンフィールド動き検出回路に加えて、２：２プル
ダウンフレーム動き検出回路３３０などのフレーム動き検出回路を使用することによって
、この誤検出問題をかなり低減あるいは解消できることを発見した。
【００４２】
　２：２プルダウンフレーム動き検出回路３３０は、インタレースビデオ信号ＩＶＳを受
け取り、２：２プルダウンフレームパターンを検出したかどうかを示す（信号ライン３３
２に出力する）信号を生成する。２：２プルダウンフレームパターンを検出する場合、２
：２シーケンスを示す（信号ライン３３４に出力する）別の信号を生成する。信号ライン
３３４の２：２シーケンス信号はタイミング信号であり、インタレース除去回路３５０が
インタレースビデオ信号ＩＶＳのフィールドを適正に併合する（例えば、フィールドＡ２
とＢ１とではなく、フィールドＡ１とＡ２とを併合する）ことを可能にする。特に、フレ
ーム動き検出回路３３０は同じパリティを有する連続するフィールドを比較し、各比較に
対して比較値を生成する。次に連続する比較値を比較して差分値を生成する。フレーム動
き検出回路３３０が２：２プルダウンフレームパターンを検出する場合、フレーム動き検
出回路３３０は、インタレースビデオ信号ＩＶＳが２：２プルダウンの使用によって生成
されたものであることを示す信号を生成して信号ライン３３２に出力し、２：２シーケン
スを示す信号を生成して信号ライン３３４に出力する。本願明細書中で使用する２：２プ
ルダウンフレームパターンは、小さな差分値１個の次に大きな差分値１個が続く反復シー
ケンスである。一方、フレーム動き検出回路３３０が２：２プルダウンフレームパターン
を検出しない場合、フレーム動き検出回路３３０は、インタレースビデオ信号ＩＶＳが２
：２プルダウンの使用によって生成されたものではないことを示す信号を生成して信号ラ
イン３３２に出力する。
【００４３】
　２：２プルダウンフレーム動き検出回路３３０が使用する技法を以下の２つの例によっ
て説明する。最初の例では、インタレースビデオ信号ＩＶＳは２：２プルダウンの使用に
よって生成されたものであり、Ａ１　Ａ２　Ｂ１　Ｂ２　Ｃ１　Ｃ２　Ｄ１　Ｄ２　Ｅ１
　Ｅ２　Ｆ１　Ｆ２．．．のフィールドシーケンスをもつと仮定する。
【００４４】
　２：２プルダウンフレーム動き検出回路３３０は、同じパリティを有する連続するフィ
ールドを比較して比較値を生成する。すなわち、２：２プルダウンフレーム動き検出回路
３３０はフィールドＡ１およびＢ１を比較する。この比較によって第１の比較値ＣＶ１を
生成する。次に、２：２プルダウンフレーム動き検出回路３３０は、フィールドＡ２およ
びＢ２を比較する。この比較によって第２の比較値ＣＶ２を生成する。次に、２：２プル
ダウンフレーム動き検出回路３３０は、フィールドＢ１およびＣ１を比較する。この比較
によって第３の比較値ＣＶ３を生成する。次に、２：２プルダウンフレーム動き検出回路
３３０は、フィールドＢ２およびＣ２を比較する。この比較によって第４の比較値ＣＶ４
を生成する。次に、２：２プルダウンフレーム動き検出回路３３０は、フィールドＣ１お
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よびＤ１を比較する。この比較によって第５の比較値ＣＶ５を生成する。次に、２：２プ
ルダウンフレーム動き検出回路３３０は、フィールドＣ２およびＤ２を比較する。この比
較によって第６の比較値ＣＶ６を生成する。フレーム動き検出回路３３０が新しいフィー
ルドをそれぞれ受け取るたびに、この同じプロセスを実行する。比較の内容およびその生
成された比較値は以下の通りである。
Ａ１－Ｂ１＝ＣＶ１
Ａ２－Ｂ２＝ＣＶ２
Ｂ１－Ｃ１＝ＣＶ３
Ｂ２－Ｃ２＝ＣＶ４
Ｃ１－Ｄ１＝ＣＶ５
Ｃ２－Ｄ２＝ＣＶ６
Ｄ１－Ｅ１＝ＣＶ７
Ｄ２－Ｅ２＝ＣＶ８
Ｅ１－Ｆ１＝ＣＶ９
Ｅ２－Ｆ２＝ＣＶ１０
Ｆ１－Ｇ１＝ＣＶ１１
【００４５】
　２：２プルダウンフレーム動き検出回路３３０は、各比較値を生成するたびに、最後に
生成した比較値をその前に生成した比較値と比較して差分値を生成する。すなわち、２：
２プルダウンフレーム動き検出回路３３０は、比較値ＣＶ１およびＣＶ２を比較する。こ
の比較によって第１の差分値ＤＶ１を生成する。比較値ＣＶ１およびＣＶ２は、それぞれ
同じ２つの映画フレームから生成されたフィールドを比較することによって生成されたも
のなので、ＤＶ１は小さな差分値である。次に、２：２プルダウンフレーム動き検出回路
３３０は、比較値ＣＶ２およびＣＶ３を比較する。この比較によって第２の差分値ＤＶ２
が生成する。比較値ＣＶ２およびＣＶ３は、同じ２つの映画フレームから生成されたフィ
ールドを比較することによって生成されたものではないので、ＤＶ２は大きな差分値であ
る。次に、２：２プルダウンフレーム動き検出回路３３０は、比較値ＣＶ３およびＣＶ４
を比較する。この比較によって第３の差分値ＤＶ３を生成する。比較値ＣＶ３およびＣＶ
４は、それぞれ同じ２つの映画フレームから生成されたフィールドを比較することによっ
て生成されたものなので、ＤＶ３は小さな差分値である。次に、２：２プルダウンフレー
ム動き検出回路３３０は、比較値ＣＶ４およびＣＶ５を比較する。この比較によって第４
の差分値ＤＶ４を生成する。比較値ＣＶ４およびＣＶ５は、同じ２つの映画フレームから
生成されたフィールドを比較することによって生成されたものではないので、ＤＶ４は大
きな差分値である。次に、２：２プルダウンフレーム動き検出回路３３０は、比較値ＣＶ
５およびＣＶ６を比較する。この比較によって第５の差分値ＤＶ５を生成する。比較値Ｃ
Ｖ５およびＣＶ６は、それぞれ同じ２つの映画フレームから生成されたフィールドを比較
することによって生成されたものなので、ＤＶ５は小さな差分値である。比較の内容およ
び生成された差分値は以下の通りである。
ＣＶ１－ＣＶ２＝ＤＶ１（小さな差）
ＣＶ２－ＣＶ３＝ＤＶ２（大きな差）
ＣＶ３－ＣＶ４＝ＤＶ３（小さな差）
ＣＶ４－ＣＶ５＝ＤＶ４（大きな差）
ＣＶ５－ＣＶ６＝ＤＶ５（小さな差）
【００４６】
　インタレースビデオ信号が２：２プルダウンの使用によって生成されたものなので、小
さな差分値、大きな差分値、小さな差分値、大きな差分値、小さな差分値、以下同様なパ
ターンが発生する。前述したように、本願明細書中では小さな差分値１個の次に大きな差
分値１個が続くこの反復パターンを２：２プルダウンフレームパターンと呼ぶ。２：２プ
ルダウンフレーム動き検出回路３３０は、この２：２プルダウンフレームパターンを検出
し、インタレースビデオ信号ＩＶＳが２：２プルダウンの使用によって生成されたもので
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あることを示す信号を生成して信号ライン３３２に出力し、２：２シーケンスを示す信号
を生成して信号ライン３３４に出力する。
【００４７】
　第２の例では、インタレースビデオ信号ＩＶＳは２：２プルダウンの使用によって生成
されたものではなく、Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ　Ｅ　Ｆ　Ｇ　Ｈ　Ｉ　Ｊ．．．のフィールドシー
ケンスをもつと仮定する。
【００４８】
　２：２プルダウンフレーム動き検出回路３３０は、同じパリティを有する連続するフィ
ールドを比較して比較値を生成する。比較の内容および生成された比較値は以下の通りで
ある。
Ａ－Ｃ＝ＣＶ１
Ｂ－Ｄ＝ＣＶ２
Ｃ－Ｅ＝ＣＶ３
Ｄ－Ｆ＝ＣＶ４
Ｅ－Ｇ＝ＣＶ５
Ｆ－Ｈ＝ＣＶ６
【００４９】
　２：２プルダウンフレーム動き検出回路３３０は、各比較値を生成するたびに、最後に
生成した比較値をその前に生成した比較値と比較して差分値を生成する。比較の内容およ
び生成された差分値は以下の通りである。
ＣＶ１－ＣＶ２＝ＤＶ１（大きな差）
ＣＶ２－ＣＶ３＝ＤＶ２（大きな差）
ＣＶ３－ＣＶ４＝ＤＶ３（大きな差）
ＣＶ４－ＣＶ５＝ＤＶ４（大きな差）
ＣＶ５－ＣＶ６＝ＤＶ５（大きな差）
【００５０】
　（各差分値を生成するもとの）比較値は、同じ２つの映画フレームから生成されたフィ
ールドを比較することによって生成されたものではないので、このシーケンスの差分値は
すべて大きな差分値である。差分値は小さな差分値または大きな差分値のランダムなパタ
ーンである場合もあることに留意されたい。したがって、２：２プルダウンフレームパタ
ーンは発生せず、２：２プルダウンフレーム動き検出回路３３０は、インタレースビデオ
信号ＩＶＳが２：２プルダウンの使用によって生成されたものではないことを示す信号を
生成して、信号ライン３３２に出力する。
【００５１】
　制御回路３４０は二対の異なる信号を受け取る。第１の対の信号は、インタレースビデ
オ信号ＩＶＳが２：２プルダウンの使用によって生成されたものであるかどうかを示す信
号ライン３２２の信号、および２：２シーケンスを示す信号ライン３２４の信号を含む。
第２の対の信号は、インタレースビデオ信号ＩＶＳが２：２プルダウンの使用によって生
成されたものであるかどうかを示す信号ライン３３２の信号、および２：２シーケンスを
示す信号ライン３３４の信号を含む。
【００５２】
　制御回路３４０は、インタレースビデオ信号ＩＶＳが２：２プルダウンの使用によって
生成されたものであるかどうかを示す信号（すなわち、信号ライン３２２および３３２の
信号）を比較し、インタレースビデオ信号ＩＶＳが２：２プルダウンの使用によって生成
されたものであることを２つの信号がともに示す場合、制御回路３４０は信号を生成して
信号ライン３４２に出力し、インタレース除去回路３５０に、併合技法を使用してインタ
レースビデオ信号ＩＶＳからプログレッシブビデオ信号ＰＶＳを生成させる。制御回路３
４０も、２：２シーケンスを示す信号（すなわち、信号ライン３２４および３３４の信号
）を比較し、２つの信号がともに同じ２：２シーケンスを示す場合、制御回路３４０は２
：２シーケンスを示す信号を生成して信号ライン３４４に出力する。信号ライン３４４の
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２：２シーケンス信号はタイミング信号であり、インタレース除去回路３５０が、インタ
レースビデオ信号ＩＶＳのフィールドを適正に併合する（例えば、フィールドＡ２とＢ１
とではなく、フィールドＡ１とＡ２とを併合する）ことを可能にする。
【００５３】
　一方、インタレースビデオ信号ＩＶＳが２：２プルダウンの使用によって生成されたも
のであるかどうかを示す２つの信号（すなわち、信号ライン３２２および３３２の信号）
が、インタレースビデオ信号ＩＶＳが２：２プルダウンの使用によって生成されたもので
あることをそろって示さない場合、制御回路３４０は信号を生成して信号ライン３４２に
出力し、インタレース除去回路３５０に、動き適応技法、動き補償技法、および／または
補間技法を使用して、インタレースビデオ信号ＩＶＳからプログレッシブビデオ信号ＰＶ
Ｓを生成させる。さらに、２：２シーケンスを示す信号（すなわち、信号ライン３２４お
よび３３４の信号）が同じ２：２シーケンスをそろって示さない場合、制御回路３４０は
信号を生成して信号ライン３４２に出力し、インタレース除去回路３５０に、動き適応技
法、動き補償技法、および／または補間技法を使用して、インタレースビデオ信号ＩＶＳ
からプログレッシブビデオ信号ＰＶＳを生成させることができる。
【００５４】
　１つの代替の実施形態（図示せず）において、制御回路３４０を省略することもでき、
信号ライン３２２、３２４、３３２および３３４をインタレース除去回路３５０に直接接
続することもできる。その場合、前述した制御回路３４０が実行する同じ機能をインタレ
ース除去回路３５０が実行することもできる。
【００５５】
　フィールド動き検出回路３２０に加えて、フレーム動き検出回路３３０を使用すること
により、２：２プルダウンパターンを誤って検出する可能性をかなり低減するか、または
解消することができる。そのため、併合技法を使用してインタレースビデオ信号ＩＶＳか
らプログレッシブビデオ信号ＰＶＳを誤って生成することがなくなる。フィールド動き検
出回路３２０が２：２プルダウンフィールドパターンを誤って検出しかねない状況では、
動き適応技法を使用してプログレッシブビデオ信号ＰＶＳを生成する。これが、高品質な
プログレッシブビデオ信号に結局は結びつき、不快な不自然さがまったくないか、あるい
はほとんどない画像を生成するために使用することができる。
【００５６】
　本発明に対してさまざまな変更を加えることができることを認識することは重要である
。例えば、１つの代替の実施形態において、２：２フレーム動き検出回路は、一つおきの
差分値が小さな差分値であるかどうかを検出する。一つおきの差分値が小さな差分値であ
る場合、２：２プルダウンフレーム動き検出回路３３０はこれを検出し、インタレースビ
デオ信号ＩＶＳが２：２プルダウンの使用によって生成されたものであることを示す信号
、および２：２シーケンスを示す信号を生成して出力する。この実施形態において、その
他の差分値を「非関与」として取り扱う。
【００５７】
　この代替の実施形態の２：２プルダウンフレーム動き検出回路が使用する技法を以下の
例によって説明する。インタレースビデオ信号ＩＶＳは２：２プルダウンの使用によって
生成されたものであり、Ａ１　Ａ２　Ｂ１　Ｂ２　Ｃ１　Ｃ２　Ｄ１　Ｄ２　Ｅ１　Ｅ２
Ｆ１　Ｆ２．．．のフィールドシーケンスをもつと仮定する。前述したように、フィール
ドシーケンスから比較値を生成し、次に比較値から以下の差分値を生成する。
ＣＶ１－ＣＶ２＝ＤＶ１（小さな差）
ＣＶ２－ＣＶ３＝ＤＶ２（非関与）
ＣＶ３－ＣＶ４＝ＤＶ３（小さな差）
ＣＶ４－ＣＶ５＝ＤＶ４（非関与）
ＣＶ５－ＣＶ６＝ＤＶ５（小さな差）
【００５８】
　２：２フレーム動き検出回路は、一つおきの差分値が小さな差分値であることを検出し



(14) JP 4533632 B2 2010.9.1

10

20

30

40

50

、ひいてはインタレースビデオ信号が２：２プルダウンの使用によって生成されたもので
あることを検出する。
【００５９】
　別の代替の実施形態において、２：２フレーム動き検出回路は小さな差分値１個の次に
大きな差分値１個が続く反復シーケンスを最初に検出する。２：２フレーム動き検出回路
は、プログラム可能な長さをもつこの初期シーケンスを検出した後、一つおきの差分値が
小さな差分値であるかどうかを検出する。この検出プロセスは、いくつかの２：２フィー
ルド動き検出回路によって使用される小さな比較値１個の次に大きな比較値１個が続く反
復シーケンスを最初に検出する検出プロセスに類似している。２：２フィールド動き検出
回路は、この初期シーケンスを検出した後、一つおきの比較値が小さな比較値であるかど
うかを検出する。
【００６０】
　２：２プルダウンフィールド動き検出回路３２０、２：２プルダウンフレーム動き検出
回路３３０、制御回路３４０およびインタレース除去回路３５０が実行する機能を、多く
の種々の回路を使用して実行することができること、およびそのような回路が本発明の範
囲内にあることは、当業者にとっては明らかであろう。フィールド動き検出回路およびフ
レーム動き検出回路の両方を使用する技法によって、２：２プルダウンの誤った検出の予
防に加えて、２：２シーケンス中の不良編集を検出することができる。
【００６１】
ＩＩ．改善された３：２プルダウン検出によるビデオインタレース除去回路システム
　前述したように、従来の３：２プルダウンフレーム動き検出回路は、同じパリティのフ
ィールドの間の差を比較し、小さな比較値１個の次に大きな比較値４個が連続して続く反
復５フィールドシーケンスを検出して、インタレースビデオ信号が３：２プルダウンの使
用によって生成されたものであるかどうかを決定する。従来のいくつかの３：２プルダウ
ンフレーム動き検出回路は、不良編集を検出するために先読み技法を使用するが、先読み
技法では最大６フィールドをメモリに保存する必要がある。これは、大量のメモリを必要
とするため、実装および製造の観点の双方から高価である。本件出願人は、３：２プルダ
ウンの使用によって生成されたインタレースビデオ信号中の不良編集を検出するために使
用することができる技法を発見し、この技法ではどの時間においても２フィールドしかメ
モリに保存する必要がなく、経済的に有利である。
【００６２】
　図４は、本発明のいくつかの実施形態によるビデオインタレース除去回路システム４０
０のブロック図である。ビデオインタレース除去回路システム４００は、３：２プルダウ
ン検出回路４１０およびインタレース除去回路４５０を含む。３：２プルダウン検出回路
４１０はフレーム動き検出回路４３０を含む。ハードウェア、ファームウェア／マイクロ
コード、ソフトウェアまたはそれらの任意の組合せを使用して、ビデオインタレース除去
回路システム４００が実行する機能を実装することができる。単一の集積回路素子または
複数の集積回路素子上にビデオインタレース除去回路システム４００を実装することもで
きる。
【００６３】
　３：２プルダウンフレーム動き検出回路４３０はインタレースビデオ信号ＩＶＳを受け
取り、３：２プルダウンフレームパターンを検出したかどうかを示す信号を生成する。特
に、フレーム動き検出回路４３０は、同じパリティを有する連続するフィールドを比較し
、各比較に対して比較値を生成する。連続する比較値を解析して、小さな比較値１個の次
に二対の類似の大きな比較値が続く反復５フィールドシーケンスが存在するかどうかを決
定する。フレーム動き検出回路４３０がこのパターンを検出する場合、フレーム動き検出
回路４３０は、インタレースビデオ信号ＩＶＳが３：２プルダウンの使用によって生成さ
れたものであることを示す信号を生成して（信号ライン４４２に）出力し、３：２シーケ
ンスを示す信号を生成して（信号ライン４４４に）出力する。信号ライン４４４の３：２
シーケンス信号はタイミング信号であり、インタレース除去回路４５０がインタレースビ
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デオ信号ＩＶＳのフィールドを適正に併合する（例えば、フィールドＡ３とＢ１とではな
く、フィールドＡ２とＡ３とを併合する）ことを可能にする。一方、フレーム動き検出回
路４３０がこのパターンを検出しない場合、フレーム動き検出回路４３０は、インタレー
スビデオ信号ＩＶＳが３：２プルダウンの使用によって生成されたものではないことを示
す信号を生成して（信号ライン４４２に）出力する。
【００６４】
　３：２プルダウンフレーム動き検出回路４３０が使用する技法を以下の３つの例によっ
て説明する。最初の例では、インタレースビデオ信号ＩＶＳは３：２プルダウンの使用に
よって生成されたものであり、不良編集を含まないと仮定する。インタレースビデオ信号
ＩＶＳは、Ａ１　Ａ２　Ａ３　Ｂ１　Ｂ２　Ｃ１　Ｃ２　Ｃ３　Ｄ１　Ｄ２　Ｅ１　Ｅ２
Ｅ３　Ｆ１　Ｆ２　Ｇ１　Ｇ２　Ｇ３．．．のフィールドシーケンスをもつ。
【００６５】
　３：２プルダウンフレーム動き検出回路４３０は、同じパリティを有する連続するフィ
ールドを比較して比較値を生成する。すなわち、３：２プルダウンフレーム動き検出回路
４３０は、フィールドＡ１およびＡ３を比較する。この比較によって第１の比較値ＣＶ１
を生成する。フィールドＡ１およびＡ３は同じ映画フレームから生成されたものなので、
これは小さな差である。次に、３：２プルダウンフレーム動き検出回路４３０は、フィー
ルドＡ２およびＢ１を比較する。この比較によって第２の比較値ＣＶ２を生成する。フィ
ールドＡ２およびＢ１は異なる映画フレームから生成されたものなので、これは大きな差
である。次に、３：２プルダウンフレーム動き検出回路４３０は、フィールドＡ３および
Ｂ２を比較する。この比較によって第３の比較値ＣＶ３を生成する。フィールドＡ３およ
びＢ２は異なる映画フレームから生成されたものなので、これは大きな差である。比較値
ＣＶ３および比較値ＣＶ２は、ともに同じ２つの映画フレームから生成されたフィールド
を比較することによって生成されたものなので、互いに類似する点に留意することが重要
である。したがって、比較値ＣＶ２およびＣＶ３は、第１の対の類似の大きな比較値とな
る。次に、３：２プルダウンフレーム動き検出回路４３０は、フィールドＢ１およびＣ１
を比較する。これによって第４の比較値ＣＶ４を生成する。フィールドＢ１およびＣ１は
異なる映画フレームから生成されたものなので、これは大きな差である。次に、３：２プ
ルダウンフレーム動き検出回路４３０は、フィールドＢ２およびＣ２を比較する。これに
よって第５の比較値ＣＶ５を生成する。フィールドＢ２およびＣ２は異なる映画フレーム
から生成されたものなので、これは大きな差である。比較値ＣＶ４および比較値ＣＶ５は
、ともに同じ２つの映画フレームから生成されたフィールドを比較することによって生成
されたものなので、互いに類似する点に留意することが重要である。したがって、比較値
ＣＶ４およびＣＶ５は、第２の対の類似の大きな比較値となる。フレーム動き検出回路４
３０は、新しいフィールドをそれぞれ受け取るたびに、この同じプロセスを実行する。比
較の内容および生成された比較値は以下の通りである。
Ａ１－Ａ３＝ＣＶ１（小さな差）
Ａ２－Ｂ１＝ＣＶ２（大きな差）
Ａ３－Ｂ２＝ＣＶ３（大きな差、ＣＶ２に類似）
Ｂ１－Ｃ１＝ＣＶ４（大きな差）
Ｂ２－Ｃ２＝ＣＶ５（大きな差、ＣＶ４に類似）
Ｃ１－Ｃ３＝ＣＶ６（小さな差）
Ｃ２－Ｄ１＝ＣＶ７（大きな差）
Ｃ３－Ｄ２＝ＣＶ８（大きな差、ＣＶ７に類似）
Ｄ１－Ｅ１＝ＣＶ９（大きな差）
Ｄ２－Ｅ２＝ＣＶ１０（大きな差、ＣＶ９に類似）
Ｅ１－Ｅ３＝ＣＶ１１（小さな差）
Ｅ２－Ｆ１＝ＣＶ１２（大きな差）
Ｅ３－Ｆ２＝ＣＶ１３（大きな差、ＣＶ１２に類似）
Ｆ１－Ｇ１＝ＣＶ１４（大きな差）
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Ｆ２－Ｇ２＝ＣＶ１５（大きな差、ＣＶ１４に類似）
Ｇ１－Ｇ３＝ＣＶ１６（小さな差）
【００６６】
　３：２プルダウンフレーム動き検出回路４３０は、従来の多くの３：２プルダウンフレ
ーム動き検出回路のように、小さな比較値１個の次に大きな比較値４個が連続して続く反
復５フィールドシーケンスを検出するのではなく、小さな比較値１個の次に二対の類似の
大きな比較値が続く反復５フィールドシーケンスを検出する。小さな比較値１個の次に二
対の類似の大きな比較値が続く反復５フィールドシーケンスを検出する場合、３：２プル
ダウンフレーム動き検出回路４３０は、インタレースビデオ信号が３：２プルダウンの使
用によって生成されたものであることを示す信号を生成して信号ライン４４２に出力し、
３：２シーケンスを示す信号を生成して信号ライン４４４に出力する。小さな比較値１個
の次に二対の類似の大きな比較値が続く反復５フィールドシーケンスを検出しない場合、
３：２プルダウンフレーム動き検出回路は、インタレースビデオ信号が３：２プルダウン
の使用によって生成されたものではないことを示す信号を生成して信号ライン４４２に出
力する。
【００６７】
　第２の例では、インタレースビデオ信号ＩＶＳは、３：２プルダウンの使用によって生
成されたものであり、不良編集を含むと仮定する。インタレースビデオ信号ＩＶＳは、Ａ
１　Ａ２　Ａ３　Ｂ１　Ｂ２　Ｃ１　Ｃ２　Ｃ３　Ｄ１　Ｄ２　Ｅ１　Ｅ２　Ｅ３　Ｇ３
Ｈ１　Ｈ２　Ｉ１　Ｉ２　Ｉ３．．．のフィールドシーケンスをもつ。
【００６８】
　このシーケンスでは、フィールドＥ３とＧ３との間で不良編集が起こる。換言すれば、
フィールドＦ１、Ｆ２、Ｇ１およびＧ２がインタレースビデオ信号から削除された。３：
２プルダウンフレーム動き検出回路４３０は、同じパリティを有する連続するフィールド
を比較して比較値を生成する。すなわち、３：２プルダウンフレーム動き検出回路４３０
は、フィールドＡ１およびＡ３を比較する。この比較によって第１の比較値ＣＶ１を生成
する。次に、３：２プルダウンフレーム動き検出回路４３０は、フィールドＡ２およびＢ
１を比較する。この比較によって第２の比較値ＣＶ２を生成する。次に、３：２プルダウ
ンフレーム動き検出回路４３０は、フィールドＡ３およびＢ２を比較する。この比較によ
って第３の比較値ＣＶ３を生成する。フレーム動き検出回路４３０は、新しいフィールド
をそれぞれ受け取るたびに、この同じプロセスを実行する。比較の内容および生成された
比較値は以下の通りである。
Ａ１－Ａ３＝ＣＶ１（小さな差）
Ａ２－Ｂ１＝ＣＶ２（大きな差）
Ａ３－Ｂ２＝ＣＶ３（大きな差、ＣＶ２に類似）
Ｂ１－Ｃ１＝ＣＶ４（大きな差）
Ｂ２－Ｃ２＝ＣＶ５（大きな差、ＣＶ４に類似）
Ｃ１－Ｃ３＝ＣＶ６（小さな差）
Ｃ２－Ｄ１＝ＣＶ７（大きな差）
Ｃ３－Ｄ２＝ＣＶ８（大きな差、ＣＶ７に類似）
Ｄ１－Ｅ１＝ＣＶ９（大きな差）
Ｄ２－Ｅ２＝ＣＶ１０（大きな差、ＣＶ９に類似）
Ｅ１－Ｅ３＝ＣＶ１１（小さな差）
Ｅ２－Ｇ３＝ＣＶ１２（大きな差）
Ｅ３－Ｈ１＝ＣＶ１３（大きな差、ＣＶ１２に類似しない）
Ｇ３－Ｈ２＝ＣＶ１４（大きな差）
Ｈ１－Ｉ１＝ＣＶ１５（大きな差、ＣＶ１４に類似しない）
Ｈ２－Ｉ２＝ＣＶ１６（大きな差）
Ｉ１－Ｉ３＝ＣＶ１７（小さな差）
【００６９】
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　この場合、小さな比較値（すなわち、比較値ＣＶ１１）の次には、一対の類似の比較値
ではなく、２つの非類似の大きな比較値（すなわち、比較値ＣＶ１２およびＣＶ１３）が
続くので、３：２プルダウンフレーム動き検出回路４３０は不良編集を速やかに検出する
。比較値ＣＶ１３および比較値ＣＶ１２は、同じ２つの映画フレームから生成されたフィ
ールドを比較することによって生成されたものではないので、類似でないことに留意する
ことが重要である。３：２プルダウンフレーム動き検出回路４３０は、小さな比較値１個
の次に二対の類似の大きな比較値が続く反復５フィールドシーケンスを検出しないので、
３：２プルダウンフレーム動き検出回路４３０は、不良編集が起こったことを示す信号を
生成して信号ライン４４２に出力する。次に、この信号をインタレース除去回路４５０に
出力する。
【００７０】
　第３の例では、インタレースビデオ信号ＩＶＳは、３：２プルダウンの使用によって生
成されたものではなく、Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ　Ｅ　Ｆ　Ｇ　Ｈ　Ｉ　Ｊ．．．のフィールドシ
ーケンスをもつと仮定する。
【００７１】
　３：２プルダウンフレーム動き検出回路４３０は、同じパリティを有する連続するフィ
ールドを比較して比較値を生成する。比較の内容および生成する比較値は、以下の通りで
ある。
Ａ－Ｃ＝ＣＶ１（小さな差または大きな差のどちらか）
Ｂ－Ｄ＝ＣＶ２（大きな差、ＣＶ１に類似しない）
Ｃ－Ｅ＝ＣＶ３（小さな差または大きな差のどちらか、ＣＶ２に類似しない）
Ｄ－Ｆ＝ＣＶ４（小さな差または大きな差のどちらか、ＣＶ３に類似しない）
Ｅ－Ｇ＝ＣＶ５（小さな差または大きな差のどちらか、ＣＶ４に類似しない）
Ｆ－Ｈ＝ＣＶ６（小さな差または大きな差のどちらか、ＣＶ５に類似しない）
【００７２】
　この場合、比較値ＣＶ２およびＣＶ３は非類似であるので、３：２プルダウンフレーム
動き検出回路４３０は、インタレースビデオ信号が３：２プルダウンの使用によって生成
されたものではないことを速やかに決定する。３：２プルダウンフレーム動き検出回路４
３０は、小さな比較値１個の次に二対の類似の大きな比較値が続く５フィールドシーケン
スを検出しないので、３：２プルダウンフレーム動き検出回路４３０は、インタレースビ
デオ信号が３：２プルダウンの使用によって生成されたものではないことを示す信号を生
成する。３：２プルダウンフレーム動き検出回路４３０は、受け取ったフィールドパター
ンがランダムである間は、インタレースビデオ信号が３：２プルダウンの使用によって生
成されたものではないことを示す信号の生成を続ける。
【００７３】
　フレーム動き検出回路４３０が（信号ライン４４２に）生成した信号が、インタレース
ビデオ信号ＩＶＳが３：２プルダウンの使用によって生成されたものであることを示す場
合、インタレース除去回路４５０は併合技法を使用して、インタレースビデオ信号ＩＶＳ
からプログレッシブビデオ信号ＰＶＳを生成する。一方、フレーム動き検出回路４３０が
（信号ライン４４２に）生成した信号が、インタレースビデオ信号ＩＶＳが３：２プルダ
ウンの使用によって生成されたものではないことを示す場合、インタレース除去回路４５
０は動き適応技法、動き補償技法、または補間技法を使用して、インタレースビデオ信号
ＩＶＳからプログレッシブビデオ信号ＰＶＳを生成する。
【００７４】
　インタレースビデオ信号が３：２プルダウンの使用によって生成されたものであるかど
うかを決定するために、小さな比較値１個の次に二対の類似の大きな比較値が続く反復５
フィールドシーケンスを検出することによって、フレーム動き検出回路システム４００は
、ビデオの２フィールドを記憶するだけでよく、不良編集を速やかに検出することができ
て、経済的に有利である。
【００７５】
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　本発明に対してさまざまな変更を加えることができることを認識することは重要である
。例えば、１つの代替の実施形態において、３：２フレーム動き検出回路は、小さな比較
値１個の次に二対の類似の大きな比較値が続く反復５フィールドシーケンスを最初に検出
する。３：２フレーム動き検出回路は、プログラム可能な長さをもつこの初期シーケンス
を検出した後、小さな比較値１個の次に二対の類似の比較値が続く反復５フィールドシー
ケンスを検出する。これらの対の比較値は、大きな値をもっていても小さな値をもってい
てもよい。インタレースビデオ信号が３：２プルダウンの使用によって生成されたもので
あるが、フレームの間で動きがほとんどないという状況ではこの実施形態は有利である。
こういう状況では、併合技法を使用してプログレッシブビデオ信号の生成を続けることが
望ましい。
【００７６】
　この代替の実施形態の３：２プルダウンフレーム動き検出回路が使用する技法を以下の
例によって説明する。インタレースビデオ信号ＩＶＳは、３：２プルダウンの使用によっ
て生成されたものであり、Ａ１　Ａ２　Ａ３　Ｂ１　Ｂ２　Ｃ１　Ｃ２　Ｃ３　Ｄ１　Ｄ
２　Ｅ１　Ｅ２　Ｅ３　Ｆ１　Ｆ２　Ｇ１　Ｇ２　Ｇ３．．．のフィールドシーケンスを
もつと仮定する。比較値は以下のように生成される。
Ａ１－Ａ３＝ＣＶ１（小さな差）
Ａ２－Ｂ１＝ＣＶ２（大きな差）
Ａ３－Ｂ２＝ＣＶ３（大きな差、ＣＶ２に類似）
Ｂ１－Ｃ１＝ＣＶ４（大きな差）
Ｂ２－Ｃ２＝ＣＶ５（大きな差、ＣＶ４に類似）
Ｃ１－Ｃ３＝ＣＶ６（小さな差）
Ｃ２－Ｄ１＝ＣＶ７（大きな差）
Ｃ３－Ｄ２＝ＣＶ８（大きな差、ＣＶ７に類似）
Ｄ１－Ｅ１＝ＣＶ９（大きな差）
Ｄ２－Ｅ２＝ＣＶ１０（大きな差、ＣＶ９に類似）
Ｅ１－Ｅ３＝ＣＶ１１（小さな差）
Ｅ２－Ｆ１＝ＣＶ１２（大きな差または小さな差）
Ｅ３－Ｆ２＝ＣＶ１３（大きな差または小さな差、ＣＶ１２に類似）
Ｆ１－Ｇ１＝ＣＶ１４（大きな差または小さな差）
Ｆ２－Ｇ２＝ＣＶ１５（大きな差または小さな差、ＣＶ１４に類似）
Ｇ１－Ｇ３＝ＣＶ１６（小さな差）
【００７７】
　本件出願人は、場合によっては、例えば、インタレースビデオ信号はコンピュータ画像
から生成されたものであるとき、インタレースビデオ信号が３：２プルダウンの使用によ
って生成されたものであっても、小さな比較値１個の次に二対の類似の大きな比較値が続
く反復５フィールドシーケンスは発生しないことを発見した。このような場合には、第２
および／または第３の３：２プルダウンフレーム動き検出回路を使用して対処することが
できる。第２の３：２フレーム動き検出回路は、小さな比較値１個の次に一対の非類似の
大きな比較値およびその次に一対の類似の大きな比較値が続く反復５フィールドシーケン
スを検出して、インタレースビデオ信号が３：２プルダウンの使用によって生成されたも
のであるかどうかを決定する。第３の３：２フレーム動き検出回路は、小さな比較値１個
の次に一対の類似の大きな比較値およびその次に一対の非類似の大きな比較値が続く反復
５フィールドシーケンスを検出して、インタレースビデオ信号が３：２プルダウンの使用
によって生成されたものであるかどうかを決定する。
【００７８】
　第２の３：２プルダウンフレーム動き検出回路が使用する技法を以下の例によって説明
する。インタレースビデオ信号ＩＶＳは、３：２プルダウンの使用によって生成されたも
のであり、Ａ１　Ａ２　Ａ３　Ｂ１　Ｂ２　Ｃ１　Ｃ２　Ｃ３　Ｄ１　Ｄ２　Ｅ１　Ｅ２
Ｅ３　Ｆ１　Ｆ２　Ｇ１　Ｇ２　Ｇ３．．．のフィールドシーケンスをもつと仮定する。
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比較値は以下のように生成される。
Ａ１－Ａ３＝ＣＶ１（小さな差）
Ａ２－Ｂ１＝ＣＶ２（大きな差）
Ａ３－Ｂ２＝ＣＶ３（大きな差、ＣＶ２に類似しない）
Ｂ１－Ｃ１＝ＣＶ４（大きな差）
Ｂ２－Ｃ２＝ＣＶ５（大きな差、ＣＶ４に類似）
Ｃ１－Ｃ３＝ＣＶ６（小さな差）
Ｃ２－Ｄ１＝ＣＶ７（大きな差）
Ｃ３－Ｄ２＝ＣＶ８（大きな差、ＣＶ７に類似しない）
Ｄ１－Ｅ１＝ＣＶ９（大きな差）
Ｄ２－Ｅ２＝ＣＶ１０（大きな差、ＣＶ９に類似）
Ｅ１－Ｅ３＝ＣＶ１１（小さな差）
Ｅ２－Ｆ１＝ＣＶ１２（大きな差）
Ｅ３－Ｆ２＝ＣＶ１３（大きな差、ＣＶ１２に類似しない）
Ｆ１－Ｇ１＝ＣＶ１４（大きな差）
Ｆ２－Ｇ２＝ＣＶ１５（大きな差、ＣＶ１４に類似）
Ｇ１－Ｇ３＝ＣＶ１６（小さな差）
【００７９】
　第３の３：２プルダウンフレーム動き検出回路が使用する技法を以下の例によって説明
する。インタレースビデオ信号ＩＶＳは、３：２プルダウンの使用によって生成されたも
のであり、Ａ１　Ａ２　Ａ３　Ｂ１　Ｂ２　Ｃ１　Ｃ２　Ｃ３　Ｄ１　Ｄ２　Ｅ１　Ｅ２
Ｅ３　Ｆ１　Ｆ２　Ｇ１　Ｇ２　Ｇ３．．．のフィールドシーケンスをもつと仮定する。
比較値は以下のように生成される。
Ａ１－Ａ３＝ＣＶ１（小さな差）
Ａ２－Ｂ１＝ＣＶ２（大きな差）
Ａ３－Ｂ２＝ＣＶ３（大きな差、ＣＶ２に類似）
Ｂ１－Ｃ１＝ＣＶ４（大きな差）
Ｂ２－Ｃ２＝ＣＶ５（大きな差、ＣＶ４に類似しない）
Ｃ１－Ｃ３＝ＣＶ６（小さな差）
Ｃ２－Ｄ１＝ＣＶ７（大きな差）
Ｃ３－Ｄ２＝ＣＶ８（大きな差、ＣＶ７に類似）
Ｄ１－Ｅ１＝ＣＶ９（大きな差）
Ｄ２－Ｅ２＝ＣＶ１０（大きな差、ＣＶ９に類似しない）
Ｅ１－Ｅ３＝ＣＶ１１（小さな差）
Ｅ２－Ｆ１＝ＣＶ１２（大きな差）
Ｅ３－Ｆ２＝ＣＶ１３（大きな差、ＣＶ１２に類似）
Ｆ１－Ｇ１＝ＣＶ１４（大きな差）
Ｆ２－Ｇ２＝ＣＶ１５（大きな差、ＣＶ１４に類似しない）
Ｇ１－Ｇ３＝ＣＶ１６（小さな差）
【００８０】
　また、本件出願人は、３：２プルダウンフレーム動き検出回路に加えて、３：２プルダ
ウンフィールド動き検出回路も使用することによって、不良編集検出を改善することがで
きることを発見した。３：２プルダウンフィールド動き検出回路は、インタレースビデオ
信号の異なるパリティを有する連続するフィールドを比較して、一対の小さな比較値の次
に「非関与」比較値、小さな比較値、「非関与」比較値が続く反復５フィールドシーケン
スを検出する。
【００８１】
　この代替の実施形態の３：２プルダウンフィールド動き検出回路が使用する技法を以下
の例によって説明する。インタレースビデオ信号ＩＶＳは、３：２プルダウンの使用によ
って生成されたものであり、Ａ１　Ａ２　Ａ３　Ｂ１　Ｂ２　Ｃ１　Ｃ２　Ｃ３　Ｄ１Ｄ
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２Ｅ１　Ｅ２　Ｅ３　Ｆ１　Ｆ２　Ｇ１　Ｇ２　Ｇ３．．．のフィールドシーケンスをも
つと仮定する。この場合、３：２フレーム動き検出回路は以下のように比較値を生成する
。
Ａ１－Ａ３＝ＣＶ１（小さな差）
Ａ２－Ｂ１＝ＣＶ２（大きな差）
Ａ３－Ｂ２＝ＣＶ３（大きな差、ＣＶ２に類似）
Ｂ１－Ｃ１＝ＣＶ４（大きな差）
Ｂ２－Ｃ２＝ＣＶ５（大きな差、ＣＶ４に類似）
Ｃ１－Ｃ３＝ＣＶ６（小さな差）
Ｃ２－Ｄ１＝ＣＶ７（大きな差）
Ｃ３－Ｄ２＝ＣＶ８（大きな差、ＣＶ７に類似）
Ｄ１－Ｅ１＝ＣＶ９（大きな差）
Ｄ２－Ｅ２＝ＣＶ１０（大きな差、ＣＶ９に類似）
Ｅ１－Ｅ３＝ＣＶ１１（小さな差）
Ｅ２－Ｆ１＝ＣＶ１２（大きな差）
Ｅ３－Ｆ２＝ＣＶ１３（大きな差、ＣＶ１２に類似）
Ｆ１－Ｇ１＝ＣＶ１４（大きな差）
Ｆ２－Ｇ２＝ＣＶ１５（大きな差、ＣＶ１４に類似）
Ｇ１－Ｇ３＝ＣＶ１６（小さな差）
この場合、３：２フィールド動き検出回路は以下のように比較値を生成するはずである。
Ａ１－Ａ２＝ＣＶ１（小さな差）
Ａ２－Ａ３＝ＣＶ２（小さな差）
Ａ３－Ｂ１＝ＣＶ３（非関与）
Ｂ１－Ｂ２＝ＣＶ４（小さな差）
Ｂ２－Ｃ１＝ＣＶ５（非関与）
Ｃ１－Ｃ２＝ＣＶ６（小さな差）
Ｃ２－Ｃ３＝ＣＶ７（小さな差）
Ｃ３－Ｄ１＝ＣＶ８（非関与）
Ｄ１－Ｄ２＝ＣＶ９（小さな差）
Ｄ２－Ｅ１＝ＣＶ１０（非関与）
Ｅ１－Ｅ２＝ＣＶ１１（小さな差）
Ｅ２－Ｅ３＝ＣＶ１２（小さな差）
Ｅ３－Ｆ１＝ＣＶ１３（非関与）
Ｆ１－Ｆ２＝ＣＶ１４（小さな差）
Ｆ２－Ｇ１＝ＣＶ１５（非関与）
Ｇ１－Ｇ２＝ＣＶ１６（小さな差）
【００８２】
　多くのさまざまな回路を使用して、３：２プルダウンフィールド動き検出回路４３０お
よびインタレース除去回路４５０が実行する機能を実行できること、およびそのような回
路はすべて本発明の範囲内にあることは当業者にとっては明らかであろう。
【００８３】
ＩＩＩ．応用例
　非常に多様なビデオ信号処理の用途において、本発明の改善された２：２プルダウンお
よび３：２プルダウン検出技法を利用することができる。１つの用途において、本発明の
２：２プルダウン検出技法および／または３：２プルダウン検出技法を、インタレースビ
デオ信号をプログレッシブビデオ信号に変換するために使用される単一の集積回路素子中
に実装することができる。この集積回路素子を、デジタルビデオディスク（ＤＶＤ）プレ
ーヤー、ＤＶＤレコーダー、コンピュータグラフィックスコントローラまたはＬＣＤパネ
ルコントローラに集積化することができる。別の用途において、本発明の２：２プルダウ
ン検出技法および／または３：２プルダウン検出技法を、ＣＰＵ、ＤＳＰなどのコンピュ
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ータプロセッサ、またはインタレースビデオ信号をプログレッシブビデオ信号に変換する
ために使用されるメディアプロセッサなどのファームウェア中に実装することができる。
本発明の２：２プルダウン検出技法および／または３：２プルダウン検出技法を、プログ
レッシブスキャンテレビ、高品位テレビ（ＨＤＴＶ）、およびＬＣＤパネルにおいて、非
常に多様なデジタルビデオ圧縮用途および非常に多様なデジタルビデオ伝送用途に使用す
ることもできる。さらに、本発明の２：２プルダウン検出技法および／または３：２プル
ダウン検出技法を、コンピュータおよび／またはテレビゲーム機で使用されるソフトウェ
アベースのＤＶＤデコーダのような用途のソフトウェア中に実装することができる。
【００８４】
ＩＶ．代替の実施形態
　本願明細書中で説明してきた本発明の２：２プルダウン検出技法および３：２プルダウ
ン検出技法に多数の変形および変更を加えることができること、および添付の請求項が、
そのような変形および変更を本発明の真の精神に属するものとして請求の範囲内に包含さ
れることは、当業者にとっては明らかであろう。
【図面の簡単な説明】
【００８５】
【図１】２：２プルダウン技法を例示する図である。
【図２】３：２プルダウン技法を例示する図である。
【図３】本発明のいくつかの実施形態による改善された２：２プルダウン検出技法を使用
するビデオインタレース除去回路システムのブロック図である。
【図４】本発明のいくつかの実施形態による改善された３：２プルダウン検出技法を使用
するビデオインタレース除去回路システムのブロック図である。

【図１】 【図２】
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